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在モロッコ日本大使館経済班 

Ｉ．国内経済 

１． 指標等 

 

①２０１１年第一四半期の貿易収支1

輸入・輸出とも２０１０年から継続して増加。前年同期比で輸入額は２４．５％、輸出額は１９．８％の

増加。ただし、カバー率（輸出額／輸入額）は前年同期の４８．９％から４７．１％へ減少し、貿易赤

字は大幅に拡大した。 

 ２０１０年第一四半期 ２０１１年第一四半期 推移 

輸入額（ＣＡＦ） ６７，３１５ ８７，７８５ ２４．５％ 

輸出額（ＦＯＢ） ３２，９１２ ３９，４３３ １９．８％ 

貿易収支 ▲ ３４，４０３ ▲ ４４，３５２ －２８．９％ 

カバー率（輸出額/輸入額） ４８．９％ ４７．１％  

       （単位：１００万ＤＨ） 

（１）輸入： 原油、軽油・重油、石油ガス、電力等のエネルギー関連品目の輸入が大幅増。他

方、自動車は減少 

 ２０１０年第一四半期 ２０１１年第一四半期 推移 

原油  ５，４５７  ６，４９０ １８．９％ 

原油以外全体 ６１，８５８ ７７，２９５ ２５．０％ 

主要輸入品目（単位１００万ＤＨ） 

品目 ２０１０年

第一四半期 

割合

(%) 

２０１１年

第一四半期 

割合

(%) 

推移

（％） 

軽油・重油 3,851 5.7 6,605 7.9 71.5 

原油 5,457 8.1 6,490 7.7 18.9 

麦 1,455 2.2 4,503 5.4 309.4 

石油ガス・その他ガス 3,129 4.7 3,846 4.6 22.9 

機械類 2,542 3.8 3,316 3.9 30.5 

化学製品 1,981 3.0 2,321 2.8 17.2 

プラスティック材料 1,826 2.7 2,248 2.7 23.1 

自家用車 2,500 3.7 2,074 2.5 ▲17.0 

 

麦の輸入額急増は、輸入量増加と国際価格の上昇が要因。２０１１年１月から３月までで１５０万ト

ン余りを輸入したのに対し、前年同期は８２万トンと８２．８％増加。１トン当たり価格は前年同期１７６

９ＤＨから２９８９ＤＨへと６８．９％も上昇した。 

                                                 
1 モロッコ為替局ホームページ、www.oc.gov.ma 

注）１ＤＨ（ディルハム）＝約 10 円 
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（２）輸出 

肥料の輸出が大幅に増加し、燐鉱石・リン酸・肥料が全体に占める割合は２４．６％と約４分の 1 に

相当（前年同期は１９．９％）。その他の品目では、ワイヤハーネスなどの輸出が大きく増加。

品目 ２０１０年第一四半期 ２０１１年第一四半期 推移 

燐鉱石・リン酸・肥料 ６，５５８ ９，６８４ ４７．７％ 

リン鉱石関連以外 ２６，３５３ ２９，７４９ １２．９％ 

 

主要輸出品目（単位１００万ＤＨ） 

品目 ２０１０年

第一四半期 

割合(%) ２０１１年

第一四半期 

割合(%) 推移（％）

衣類 4,119 12.5 4,732 12,0 14.9

肥料 2,107 6.4 4,598 11.7 218.2

ワイヤハーネス 2,746 8.3 3,612 9,2 31.5

リン酸 2,870 8.7 2,759 7.0 ▲3.9

燐鉱石 1,580 4.8 2,326 5.9 47.2

メリヤス類（靴下など） 1,572 4.8 1,742 4.4 10.8

 

（３）その他指標 

観光収入および在外モロッコ人からの海外送金は前年同期比で増加したが、海外からの直接投

資は減少。 

 ２０１０年第一四半期 ２０１１年第一四半期 推移 

観光収入 １０，３９０ １１，１４２ ７．２％

在外モロッコ人からの海外送金 １１，９６６ １２，０７１ ０．９％

海外からの直接投資 ５，３０６ ５，００９ ▲５．６％

（単位：１００万ＤＨ） 

②２０１０年対外債務残高の上昇2  

（１） ２０１０年の対外債務残高（国庫債務）は９２３億ＤＨでＧＤＰ比１１．８％（前年：７８７億ＤＨ，

１０．７％） 

（２） ２０１０年の対外債務残高（保証債務含む公的債務）は１７３４億ＤＨでＧＤＰ比２２．３％（前

年１５２２億ＤＨ，２０．７％） 

 

２． 建設・公共事業・インフラ等 

 

①タンジェ地中海港局の発足3

                                                 
2 モロッコ経済財政省発表（４月１日）、エコノミスト（４月４日） 
3 エコノミスト（４月２１日） 
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 タンジェ地中海特別庁（TMSA）の傘下にタンジェ地中海港の運営全般とタンジェ地中海港 II 整

備の進捗状況をフォローするタンジェ地中海港局（TMPA: TangerMed Port Authority）が設立され

た。同局の資本金の７０％はタンジェ地中海特別庁が出資、残りの３０％は Fipar 社が出資する。ま

た、フリーゾーンや産業ゾーンの管理・整備事業は、ＴＦＺ（タンジェフリーゾーン）に移管され、ＴＭ

ＳＡの機能は、港湾とフリーゾーンとのシナジー効果発現といった、国家戦略の実現に特化される

事になる。これを機会に TMSA と TMPA の総裁を兼任する新総裁が M. Abdelmajid Guergachi に

任命された。 

 

②カサブランカ大劇場の建設4

 敷地面積２４０００㎡、収容人数１８００名のカサブランカ大劇場建設が具体化された。場所はモハ

メド５世広場近くで、サクレクール教会、美術学校などが集まるところ。建設工事は２０１３年第一四

半期に開始する予定で２０１６年中旬完成予定。 

総工費は１４億ＤＨでうちハッサン二世社会経済基金が４億ＤＨ，内務省が４．８億ＤＨ，政府一

般会計予算から２．８億ＤＨ，カサブランカ市が１．８億ＤＨ，カサブランカ地域議会が１億ＤＨを出

資する。 

 

③カサブランカのスラム街住民用に住宅を建設5

 カサブランカのスラム街住民４５，９２０世帯を対象に５５，０００戸の住宅を建設する。「Al Fadl 住

宅建築計画」と呼ばれ総工費は２億９３００万ＤＨ。 

 

④モロッコ鉄道公社（ＯＮＣＦ）の２０１０年の決算概要6

・売上高：３２億５０００万ＤＨ（前年比２３％増） 

・乗客数：３１００万人（前年は２９６０万人） 

・商品輸送：３６００万トン（前年は２５００万トン） 

 

⑤アガディール近郊における洪水・増水対策7

アガディール近郊の Souss 川流域の洪水・増水対策として２０１１～２０１４年の４年間にわたるプ

ログラムを設定。２億３３００万ＤＨを充当し、堤防、ダムなどを建設。また、アガディールから１０キロ

メートルに位置する Draga にダムを建設する。総工費４５００万ＤＨで工期は２４ヶ月。貯水キャパシ

ティーは３６万㎥。 

 

３． 農業・漁業 

 

                                                 
4 エコノミスト（４月１５日） 
5 ル・マタン（４月８日） 
6 エコノマップ（４月８日）、ＯＮＣＦホームページ www.oncf.ma 
7 エコノマップ（４月２５日） 
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①第６回国際農業見本市の開催（於：メクネス）8

４月２７日から５月２日まで第６回国際農業見本市がメクネスで開催された。出展数は８００で（うち

３０カ国が出展），入場者は６５万人～７５万人を見込む。（当館注：日本大使館のブースでは日本

国際協力機構（ＪＩＣＡ）の農業開発プログラムを紹介した。） 

 初日のモハメッド６世国王の演説内容は、大きくわけて「小作農家の支援と農村部の社会開発」と

「農業開発」の二部に分かれたものとなった。小作農家支援（約２０万人が該当）としては負債の軽

減が盛り込まれ、具体策には２００８年以前の灌漑用水使用料の免除（最高額１万ＤＨ）、１万ＤＨ

以上の場合は利子の免除、支払期間７年間の導入、農業従事者の最低賃金の上昇などが含まれ

た。また「農業開発」では灌漑システムの構築、無農薬野菜の開発などが盛り込まれた。 

  

②第４回国家農業会合の開催（於：メクネス）9

２６日、第４回国家農業会合が開催された。今年の会合テーマは「農産物の販売：農家のために、

消費者のために」。 

アルガンオイル生産向上のために２０万ヘクタールのアルガン樹のリハビリ、政府―Credit Du 

Maroc銀行間の融資合意（５年間で４０億ＤＨ）、ＪＩＣＡ（日本国際協力機構）のAbda Doukkala灌漑

地域における灌漑システム向上プロジェクト（約５４７０万ＤＨ（約５．９億円），専門家派遣及び関連

機材供与）、大手流通業者マルジャン、Label Vie との地方名産物の流通合意などさまざまな署名

式が行われた。 

 

③２０１０～２０１１年穀物収穫予測10

 アフヌッシュ農業・漁業大臣は、第４回国家農業会合において、２０１０～２０１１年の穀物収穫高

は８８０万トンで、三年連続して目標値７００万トンを達成したと言及。 

 

④タコの禁漁期間11

 今年は、５月５日から７月５日までの二ヶ月間禁漁を決定。ここ数年は１年に２回、春と秋に禁漁期

間を設けている。今年は３月２４から４月３日の１週間の調査結果をもとに春の禁漁期間を決定。今

後、年２回の禁漁期間設定をやめ、年１回（８，９月の２ヶ月間）とするための条件を策定することに

なり、そのための調査・検討を行うこととした。 

 

４． 産業・エネルギー 

 

①２０１１年第一四半期新車販売台数メーカー別トップ１０12

                                                 
8 アラブマグレブ通信（４月２６日）、ル・マタン（４月２７日）、エコノマップ（４月２７日） 
9 アラブマグレブ通信（４月２６日） 
10 アラブマグレブ通信（４月２６日） 
11 エコノミスト（４月１３日）、ル・マタン（４月１４日） 
12 オジョドゥイ・ル・マロック（４月１３日） 
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２０１１年の新車販売台総数は２３，１３０台と前年比で９．８８％の上昇。韓国の現代、起亜は前

年同期比で減少。２０１０年は現代が４位でフォードが５位だったが順位が入れ替わった。トヨタは

前年同期比で３０％上昇、カローラミレニアムの販売が好調だった。 

順位 メーカー 第１四半期 第１四半期販売

台数シェア（％） 

前年同期比（％） 

販売台数 

１ ダチア ５，０８８ ２２ ２２．４８

２ ルノー ４，０２１ １７．３８ ３．０８

３ プジョー ２，２２３ ９．６１ ９．７２

４ フォード １，３３７ ５．７８ ３１．８５

５ 現代 １，３０６ ５．６５ ▲４．３２

６ フォルクスワーゲン １，２８３ ５．５５ ４．２２

７ シトロエン １，２５８ ５．４４ １．５３

８ 起亜 １，１３７ ４．９２ ▲１２．２

９ トヨタ ９７３ ４．２１ ３０．０８

１０ フィアット ７０６ ３．０５ １８．２６

 その他 １，７９８ １６．４１

 合計 ２３，１３０ １００ ９．８８

 

②再生可能エネルギー開発・エネルギー効率化庁（ＡＤＥＲＥＥ）とAl Omraneホールディング

が建物のエネルギー効率向上で合意13

 ２１日、ＡＤＥＲＥＥ（Agence nationale pour le développement des énergie renouvables et 

l’éfficacité énergétique）と Al Omrane ホールディングが、建物で使用するエネルギーの効率化を進

めることで合意した。建物におけるエネルギー効率基準の策定協力、エネルギー効率化に向けた

パイロットプロジェクトの実施協力、研究調査、国民への啓蒙、人材育成などを共同で進める。モロ

ッコでは、消費エネルギーの３６％が建物の中で使用されている。 

 

③太陽熱温水器の利用促進14

エネルギー・鉱山・水利・環境省と ADＥREE は家庭用の太陽熱温水器の利用促進に向けて協

定に署名。エネルギー効率向上のための国家プログラムの枠組みによるもの。 

 

５． その他 

 

①消費者保護法の施行15

 消費者保護法（No 31-08）が４月７日より施行された。ただ一部の条項（３．４．６．１２．１４．４７）は

未だ政令が採択されてない。 

                                                 
13 エコノマップ（４月２２日） 
14 エコノマップ（４月１３日） 
15 エコノミスト（４月１８日） 
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商品への商品名、内容などの表示の義務化（２０００ＤＨ～５０００ＤＨの罰金）、商品販売に際し

ての領収書発行の義務化、不適当な広告の禁止（禁固刑１ヶ月から１年、１０万ＤＨ～２５万ＤＨの

罰金）、携帯電話 SMS での広告メッセージ禁止（受け手の合意無しの場合）、不動産売買に関する

消費者保護関連などが明文化された。 

 

②タクシー・トラック運転手に社会保険適用16

 ４月４日、カサブランカでタクシー、トラック運転手などが待遇改善を求めてデモ行進をした。結果、

社会保険（ＣＮＳＳ）が適用されることになる見込み。約３０万人が対象となる。ほかでは高額の５年

間のタクシーレンタル・認可料（１２万ＤＨ）、再更新手続き方法の見直しなど問題は山積している。 

 

③２０１０年カサブランカ株式市場MASI上場企業の利益17

 MASI 上場企業の全体の利益は３０２億ＤＨと前年比で８．６％上昇した。利益を出した主な企業

は Addoha, BCP 銀行, BMCE 銀行, Samir 社で Lafarge 社、Lesieur 社、Sonasid 社のマイナス結果

をカバーした。  

 

④「Casa Finance City」にカサブランカ証券取引所も移設18

 Attijariwafa 銀行、Banque populaire 銀行にならい、「Casa Finance City」にカサブランカ証券取

引所も移設を決定。 

  

⑤モロッコ観光開発基金（株式会社）が正式に設立19

 Vision2020 観光開発計画の実施に向けて「モロッコ観光開発基金（ＦＭＤＴ：Ｆｏｎｄｓ marocain de 

developpement touristique）」が正式に設立されることが決定した。（官報５９２６，政令 No 2-11-52,

２０１１年２月１８日）。株式会社となる同基金の資本金は１５億ＤＨで、そのうち政府が１０億ＤＨ，ハ

ッサン二世社会開発基金が５億ＤＨを出資する。 

 

⑥モロッコ預金管理庫（CDG: Caisse de dépôt）の２０１０年の決算概要20

・グループ総決算：１４６６億ＤＨ（前年：１３２６億ＤＨ） 

・グループ純利益：１９億３０００万ＤＨ（前年７億３３００万ＤＨ，前年比で１６４％の増加）。 

・自己資本：１９７億ＤＨ（前年比で３３％増）  

 ２０１１年から２０１４年で、地方開発、観光分野、インフラ整備等に総額４８０億ＤＨを投資予定。

                                                 
16 ル・マタン（４月２１日） 
17 エコノミスト（４月５日） 
18 エコノミスト（４月５日） 
19 エコノマップ（４月７日） 
20 エコノマップ（４月１２日） 
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ＩＩ．諸外国等との関係 

1. 外国政府との関係 

      

①中国保健大臣モロッコ訪問21

 中国の陳竺（ちんじく：Chen Zhu）保健大臣がモロッコを公式訪問し、３月３１日、バドゥー保健大

臣と会見。１９７５年以来３５年間続く両国の保健分野での協力関係について話し合った。陳大臣

はモロッコ医学生の中国留学およびモロッコ医学部への中国人教授派遣を提案、また同大臣は、

４月２日にはフェズの大学病院を視察した。 

 

②モロッコ・英国 工芸部門での協力関係（於：ラバト）22

 ４月４日から３日間モロッコを公式訪問した英国のチャールズ皇太子の立会いのもと、４日ラバト

にて、フェズ工芸職技能・訓練センターとロンドンの王立伝統工芸学校の間で、工芸に関する訓

練・協力の分野での覚書が交わされた。 

 

③「イニシアチブ パリ ナイロビ」にベンハドラ エネルギー大臣出席（於：パリ）23

 ２０１０年１２月にメキシコのカンクンで行われた国連気候変動会議（ＣＯＰ16）を受け、２０１１年 １

２月に南アフリカ共和国ダーバンで開催予定の次回会議（ＣＯＰ17）の準備段階として、２１日パリに

おいて、３０カ国余りのアフリカ諸国が参加して閣僚会議が開催された。当会議ではアフリカでのク

リーンエネルギー等について話し合われたが、会議に参加したベンハドラ エネルギー・鉱山・水

利・環境大臣は席上、モロッコはアフリカ諸国でのエネルギー源、特に再生可能エネルギーの分

野での改善のため、これまでのモロッコでの経験を生かし協力する用意のあることを伝えた。  

  

④モロッコ・アルジェリア農業関係覚書（於：ラバト）24

 ２５日ラバトにて、アフヌッシュ農業・漁業大臣とアルジェリアのベナイッサ農業・地方開発大臣の

間で、多岐における農業分野での協力関係強化、二国間における食品安全等に関する覚書の調

印が行われた。 

 

⑤カサブランカ市と韓国の釜山（ブサン）市が姉妹都市に25

  ２６日、両市の市長による調印が行われた。   

 

⑥韓国・モロッコ協力関係26  

                                                 
21 エコノマップ（４月１日、６日） 
22 オピニオン（４月６日） 
23 エコノマップ（４月２２日） 
24 マップ（４月２５日） 
25 マップ（４月２６日） 
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モロッコ経済日誌 ２０１１年４月 

 

 チョイ在モロッコ韓国大使によると、２０１０年度５億ドルと想定されるモロッコ・韓国間の貿易収支

額を３年間で２倍にすることが可能であり、そのため韓国の電子・電気関係の大企業がヨーロッパと

アフリカを結ぶモロッコの地理的条件を利用し、投資することを期待し、また韓国通商産業エネル

ギー省率いる約５０名の企業関係者が調査のため５月にモロッコを訪問すると述べた。 

 韓国政府は２００２年にモロッコに設置された KOICA（The Korea International Cooperation 

Agency）を介し様々な協力プログラムに関わってきたが、チョイ大使は６日公務員、国際機関関係

者向けの水産、農業、人材教育、地方開発等７部門における大学マスタークラスのプログラムを発

表した。また２０日ラバトにて、マアズーズ貿易大臣とＫＯＩＣＡのウォン副代表が会談。貿易関係で

の協力強化を合意。モロッコ人幹部が韓国で職業訓練を受ける事などが取り決められた。 

 

２. 外国企業との関係 

 

①韓国の現代重工業社がマラケッシュに支店を開設27

 建設事業関連の機械設備の販売を手がける現代重工業社のモロッコ現地法人「Hyndai 

Construction Equipment Maroc 社」はマラケッシュにも支店を開設する。２００８年に設立（資本金３

０００万ＤＨ）された同社は船舶建造、オフショアリング、工業エンジン設備、エンジン機械、電子・電

機システム、建設機械の６部門にわかれている。北アフリカ諸国には約１０年前から進出、アルジェ

リアでのシェアは２５％、チュニジア３０％、リビアでは８０％を獲得。モロッコでもシェア拡大を図る。 

 

②Alstom社のモロッコにおけるビジネス28

フランス鉄道車両大手 Alstom 社は、12 セット（当館注：14 セットとの報道もあり）の 2 階建て

高速車両を供給する予定（TGV 車両）であるが、今後はＴＧＶ敷設後のメンテナンス契約も受注し

たい考え。また、将来的にはモロッコにトラムウェイ、ＴＧＶ運行に向けた職業訓練センターを設立し

たいと Alstom 社 Philippe Mellier 社長が言及。 

同社は Transport-Power-Grid の３部門でモロッコインフラ事業に参入。 

１９９２年以来、電車２７台、２００９年以来電車モデル PrimaII２０台を供給、フェズーメクネス間の

複線化を実現（２００７年６月よりサービス開始）、６７駅と９００キロメートルにわたる信号システムの近

代化の実現を図った。またトラムウェイに関しても車両ラバトーサレ間(４４台)、カサブランカ（７４台）

で参入している。 

 

③ブリヂストン カサブランカに進出29

                                                                                                                                               
26 エコノマップ（４月７日）エコノミスト（４月２１日） 
27 エコノミスト（４月１４日） 
28 エコノミスト（４月１９日） 
29 ブリヂストンホームページ：www.bridgestone.co.jp 

8 
 



モロッコ経済日誌 ２０１１年４月 

 

 ブリヂストンは、カサブランカにタイヤ販売会社ブリヂストン・タイヤ・セールス・モロッコ      

（ＢＴＳＭ）を設立し、４月１日から営業を開始。資本金は３３０万ＤＨ，ブリヂストン子会社ブリヂスト

ン・ミドルイースト・アンド・アフリカ（ＢＳＭＥＡ）が全額出資。 

 

④ドイツのAS Solar Gmbh 社モロッコに進出30

 AS Solar Maroc としてフェズに開店。太陽熱、太陽電池関連の器具を販売。 

 

⑤ポルトガルのソナエ シエラ社がマルジャンと契約31

 ショッピングセンターの管理等を専門とするポルトガルのソナエ シエラ社（Sonae Sierra）が、マル

ジャン及びＣＤＧグループのFoncière Chellahと契約。カサブランカ マリーナ建設計画の一部であ

るショッピングセンター（２０１３年完成予定、総面積４０７００平方メートル）実現までの市場調査、設

計、計画管理等を請け負う。 

 

⑥Attijariwafa 銀行がカメルーンのSCB Cameroun の 51％の株を買収（於：パリ）32

 ８日パリにて、フランスのクレディ・アグリコル・グループのカメルーンにおける系列銀行である SCB 

Cameroun (Société commerciale de banque Cameroun) は、５１％の株を Attijariwafa 銀行に譲渡し

た。これは２００８年 １１月に Attijariwafa bank とクレディ・アグリコールとの間で締結された協定に

基づくもの。 

 

⑦メディテルが富士通のシステムを導入33

 電信電話会社メディテルが、同社が整備する次世代ネットワークシステムに、富士通の基幹ＩＡサ

ーバ１７台、ＰＣサーバ４０台、ストレージシステム等を導入。   

 

⑧中国自動車会社Geely 北アフリカ進出に意欲的34

 ２０１０年にスゥエーデン ボルボ社を買収した中国の吉利汽車（ジーリー Geely Automobile）は２

００９年の販売総数３２万台がら２０１０年４１万５０００台と売り上げを伸ばす企業であり、輸出に意欲

的。北アフリカでの地中海からの入り口であるモロッコはキーポイントであり、国際市場に向けての

自動車組み立ての場所として研究しており、現在ある９か所の販売店に加え、２０１２年に向けテマ

ラに建設中の総面積１万平方メートルのショールームを含め１５か所を増やす予定。 

 

⑨ＢＭＣＥ銀行と中国の国家開発銀行間の覚書（於：カサブランカ）35  

                                                 
30 エコノミスト（４月４日） 
31 エコノマップ（４月５日） 
32 ル・マタン（４月１１日） 
33 富士通ホームページ：jp.fujitsu.com 
34 エコノミスト（４月２５日） 
35 エコノマップ（４月２５日） 

9 
 



モロッコ経済日誌 ２０１１年４月 

 

 ２１日カサブランカにて BMCE 銀行ベンジャルーン総裁 と中国の国家開発銀行(China 

Development Bank)ヤン総裁が、シャミ商工業・新技術大臣の立会いのもと、中小企業投資に関す

る覚書に調印した。 

   

３. 経済協力 

 

①米国貿易開発局より５５万２０００ドルの援助36

 ＵＳＴＤＡ(Unated States Trade and Development Agency : 米国貿易開発局)より漁村での再生

可能エネルギー開発のための援助。３月３０日カサブランカにて、アフヌッシュ農業・漁業大臣、フィ

ギギ モロッコ漁業公社(ONP)総裁、カプラン在モロッコアメリカ大使の立会いのもとにこの協約の

調印が行われた。 

 

4. その他 

 

①国際再生可能エネルギー機関総会にモロッコ出席（於：アブダビ）37

 ４日５日にアラブ首長国連邦のアブダビで、国際再生可能エネルギー機関（IRENA : Agence 

Internationale de l’Energie Renouvelable）第１回総会が開催され、各国から約９０名の大臣、関係

各国、各機関から８００名以上が参加。モロッコ代表として参加したアヘルバッシュ外務協力大臣付

国務長官は、再生可能エネルギー、グリーン経済に注目するモロッコのスタンスを主張し、風力エ

ネルギー、太陽エネルギー等の分野で IRENA に協力する用意のあることを述べた。 

 

②EU加盟国の大使らがモロッコ南部を視察38

 ８日、在モロッコのベルギー、オランダ、ドイツ、フィンランド、ポーランド各大使およびデンマーク、

スウェーデン、フランス各公使がＥＵの資金援助により実現したワルザザット、ティンギィルでの、多

岐にわたる発展計画の現場を視察。 

 

③世界銀行 モロッコのエネルギー計画を支援（於：ワシントン）39

 １５日、ゼーリック世銀総裁は、ワシントンで開催された世銀・ＩＭＦ（国際通貨基金）合同開発会議

と期を同じくして行われた、Ｇ２０財務大臣・中央銀行総裁会議の席上、モロッコ太陽エネルギー計

画を支持し、ヨーロッパ共同体に当計画への支持と、クリーンエネルギー市場の発展等による、同

計画成功のための環境づくりを求めた。 

                                                 
36 エコノマップ（４月１日） 
37 エコノマップ（４月４日、６日） 
38 オジョドウイ・ル・マロック（４月１１日） 
39 ル・マタン（４月１８日） 
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